海岸ツィムシアン語の「再帰」クリティックについて by 笹間 史子
Osaka Gakuin University Repository
Title 海岸ツィムシアン語の「再帰」クリティックについて On the "Reﬂexive" Clitic in Coast Tsimshian
Author(s) 笹間　史子 (Fumiko Sasama)
Citation
大阪学院大学　外国語論集（OSAKA GAKUIN 
UNIVERSITY FOREIGN LINGUISTIC AND LITERARY 
STUDIES），第 65号：27-42
Issue Date 2012.12.31
Resource Type Research Notes/研究ノート
Resource Version
URL
Right
Additional Information
大阪学院大学 外国語論集
第65号　　　 2012年12月
海岸ツィムシアン語の「再帰」 
クリティックについて
笹 間 史 子
On the "Reflexive" Clitic in Coast Tsimshian
Fumiko Sasama
1．はじめに
本稿は、海岸ツィムシアン語において「再帰」を表すとされるクリティッ
ク lvp= について記述することを目的とする。海岸ツィムシアン語（Coast 
Tsimshian, Sm'algyax）は、カナダ北西部を中心に話される北米先住民諸語のひ
とつである。ナス語、ギトクサン語、南ツィムシアン語とともにツィムシアン
語族に属し、数百人に満たない高齢の話者たちによって話されている。
海岸ツィムシアン語の「再帰」クリティック lvp= は、次の例にみられるよ
うに、動詞に付いて、その行為が行為者自身に及ぶことを表すのに用いられる。
（以下、lvp= を下線で示す。）
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(1) ra  'tvm@ajs=a nv=lvp=k{l@axs=a txal@a:n-u ...1
 IMP many=CN 1sg=REFLX=kick=CN bottom-1sg
 'I kicked myself on my bottom many times' [for retiring early]
しかし、lvp= は必ずしも行為者自身に及ぶ行為を表すわけではなく、また動
詞だけに付くわけでもない。それでは lvp= はどのような語に付き、どのよう
な機能を果たすのか。筆者が現地調査 2 で得た資料および Beynon によるテキス
ト Beynon (1932-1939) をもとに記述し、lvp= が狭い意味での「再帰」にとど
まらない幅広い機能をもつこと、また能格言語である海岸ツィムシアン語に
あって lvp= が動作者（他動詞主語・自動詞主語）に焦点をあて、その意思性・
主体性を明示するのを重要な機能とすることを明らかにする。
以下、２節で海岸ツィムシアン語の再帰表現と lvp= に関する先行研究を概
観したのち、３節で動詞に付いた例を、４節で名詞に付いた例を、５節で動詞・ 
名詞以外に付いた例をみていく。
2．海岸ツィムシアン語の再帰表現と lvp= に関する先行研究
海岸ツィムシアン語の再帰表現についてのある程度まとまった記述は
Mulder (1994) にみられる。Mulder (1994:127-129) は、再帰を表す方法には次
の２つがあるとする。
１ 海岸ツィムシアン語の表記は音素表記による。海岸ツィムシアン語の音素は以下の通り。子音 p, 
t, k}, k, k{, q, p0, t0, k}0, k0, k{0, 'p, 't, 1}, 1, 1{, 'q, f, c[ts-dZ], c0, 'c, 4, s, r, x[X], h, m, 
n, l, j, 5, w, 'm, 'n, 2, 3, '5, 'w, 母音 i, a, o, u, z, v, i:, e:, a:, o:, u:, z:. 他の文献からの例
を引用する場合には、本稿で用いた音素表記にあわせて表記を修正するとともに、グロスにも一部修
正を加えた。
２	 本稿であげる例は、特に明記しないかぎり、筆者の現地調査で得たものである。海岸ツィムシア
ン語の現地調査は、文部（科学）省科学研究費補助金（特定領域研究 (A)(2)「アラスカとカナダ北西
部の先住民言語の緊急調査」#12039222、基盤研究 (C)「品詞の通言語的研究」#22520414）の援助に
より、カナダ、ブリティッシュ・コロンビア州ハートレイ・ベイおよびプリンス・ルパートにておこ
なわれた。調査に協力してくださった話者の方々に感謝したい。また、有益なコメントをくださった
２名の査読者にもお礼を申し上げる。
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 (i)	他動詞に lvp= を付け、独立人称代名詞を他動詞目的語とする方法
 (ii)	被動者を明示せずに自動詞構文で表す方法。共に再帰を表すクリティッ
クである lvp= と k}ilk= を自動詞に付ける。
それぞれの例をあげる。(2) は (i) の例、(3) は (ii) の例である。
(2) lvp=n@i:c=a rk{uw@o:mrk=vt n`i:t
 REFLX=see=CN child=CN s/he
 'The child sees her/himself.'  (Mulder 1994:127)
(3) lvp=k}ilk=n@i:s=ka rk{uw@o:mrk
 REFLX=REFLX=see=CN child
 'The child sees her/himself.'  (Mulder 1994:128)
多少の違いはみられるものの、筆者の得た資料においても、Mulder の２つ
にほぼ対応する２種類の再帰表現が観察されている 3。１つはMulderの(i)に対
応する、文の統語的構造を変えずに動詞に lvp= をつける方法（(i') とする）
である 4。もう１つは、逆受動（または中動 5）を表す接尾辞を用いて自動詞構文
をつくる方法で、動詞にはしばしば k}ilks- 'back'6 がつけられる 7（(ii') とする）。
３	 筆者の観察した再帰表現は Mulder があげたものと多少異なる。これが何によるものなのかは明ら
かでない。話者の年代（Mulder の調査が1970-80年代になされたの対し、筆者の調査は1990年代以降
のものである）、方言、データの偏りなどが関係しているかもしれない。
４	 ３節でもみるように、筆者の得た資料では、独立人称代名詞ではなく、身体部位を表す名詞が他
動詞目的語として使われていた。
５	 この接尾辞は、単独では語幹を形成しない拘束語根について自動詞語幹を形成する（h@ol-tk 
'full'）、他動詞語幹について動作者を削除する（t@ak{raqan 'smother s.o.' > t@ak{raqan-tk 'smother (vi), 
smothered'）、他動詞語幹について再帰的語幹を形成する（q@a:p 'scratch s.t./s.o.' > q@a:p-k 'scratch 
oneself'）、その他（l@a:lt 'worm' > l@a:lt-k 'slow'）など、幅広い機能をもつ。
６	 筆者の調査資料においてしばしば動詞に前置していたのは k}ilk でなく、k}ilks であった。これは
クリティックというよりもむしろ接頭辞であると考えられる。また、この要素は再帰表現に用いられ
るだけでなく、「帰宅する」「故郷に引っ越す」等、以前いた場所への移動にも用いられる。
７	 k}ilks- のかわりに lvp= が使われている１例（３節 (16)）をのぞき、この方法において lvp= は
観察されなかった。
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(4) と (5) は、筆者の得た (ii') の例である。(4) では接頭辞 k}ilks- と逆受動
の接尾辞が、(5) では k}ilks- と中動の接尾辞が用いられている。
(4) k}ilks-fama-n@i:-sk 'be careful'   (lit. 'see(look) back well')
 back-good-see-ANTIP
(5) k}ilks-3@ax-s  'hang oneself'
 back-hang-MID
これらの再帰表現においては、逆受動または中動を表す接尾辞の付加により他
動詞が自動詞化される。海岸ツィムシアン語は能格言語であるため、それに伴
って、能格で表されていた動作者が絶対格に昇格する。Mulder は (ii) の例で
ある (3) を自動詞化接尾辞を含まないものと分析しているが、n@i:s=ka は n@i:-
sk=a (see-ANTIP=CN) と解釈することが可能であり 8、逆受動構文ととらえる
ことができる。
Mulder はさらに Boas による次の例をあげ、lvp= が強調を表すことがある
ことを明らかにしている。
(6) k}il@o: p@a:s-v-n ti lvp=naxn@oq-a-'nu
 don't afraid-EP-2sg CNTRST REFLX=have.supernatural.power-EP-1sg
 'Don't be afraid, I have supernatural power myself.'
Mulder 以外に lvp= についての記述を含むものには、Boas (1911) とオン
ライン版の辞書（Sm'algyax Living Legacy Talking Dictionary）がある。Boas 
(1911:326) は lvp= を 'self, as subject' とグロスし、この要素が動詞・名詞
８	「見る」にあたる動詞は特殊な形をしており、n@i:, n@is, n@i:cの３種類の語幹をもつ。なお、Mulder
は (ii)の例をもう１つあげているが、こちらには逆受動等の接尾辞は含まれていない。
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の両方に付くことを明らかにしている。動詞（happy）9 に付いた例 (7) では
'himself'、名詞に付いた例 (8) では 'own' と訳されている。
(7) lvp=rk{usk@z:-t
 REFLX=happy-3
 'he himself is happy' (Boas 1911:326)
(8) lvp=qa-xs@o:
 REFLX=pl-canoe
 '(their) own canoes' (Boas 1911:326)
2003 年にウェブ上にアップされ、以降も改訂が続けられているオンライン
辞書 Sm'algyax Living Legacy Talking Dictionary では、lvp= を次のように説明し
ている。筆者の得た資料では、lvp= が再帰代名詞（(9) の 3）として用いら
れる例は得られていない。
(9) 1. preverbal. reflexive; one's own; -self
 2. prenominal. his/her/their own
 3. preverbal. reflexive pronoun
3．動詞に付く場合
3.1．他動詞に付く場合
lvp= は他動詞に付くと、行為が自らに向かってなされる、いわゆる「再帰」
の意味で用いられる。ただし、Mulder が述べたような（前節 (i)）、被動者が
独立人称代名詞で表されている例は観察されていない。動作者の身体部位を他
９	 海岸ツィムシアン語において、形容詞は自動詞の下位分類ととらえることが可能である。
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動詞目的語として 10、自らの身体の一部に及ぼす行為を表す 11。lvp=を用いるこ
とによって項の数が減り、他動詞の自動詞化が起きるわけではないことに注意
されたい。
(10) ra 'tvm@ajs=a nv=lvp=k{l@axs=a txal@a:n-u ...	 （＝ (1)）
 IMP many=CN 1sg=REFLX=kick=CN bottom-1sg
 'I kicked myself on my bottom many times' [for retiring early]
lvp= は行為の対象が自らの身体である場合だけに使われるのではない。
lvp= を含む例には、Mulder (1994) が述べたように、動作者である他動詞主
語を強調しているとみられるものが多く観察されている。動作者である人間が
（他からの力を受けずに）自らの力で主体的におこなう行為を表すものが多い。
(11) rk{uksvn=t tvm ti=t lvp=sv-k}@amk=a tvm k@ap-v-t
 cannot=3 FUT CNTRST=3 REFLX=make-warm=CN FUT eat-EP-3
 'He cannot warm up his food by himself.'
(12) lvp=svk{@a:na-t0-u wvn@e:ja
 REFLX=cook-TR-1sg food
 'I cook the food myself.'
(13) fata=t lvp='nax'n@u:=tka n@o:=ska 3`u:t0a 
 and=3 REFLX=hear=CN mother=CN man
 wvl h@aw=ska 1@o:l-ta ra 'wi:l@e:ks-v-m han@a:'q
 SUB say=CN one-ATT IMP old-EP-ATT woman
10 lvp= が目的語の位置を占めるわけではない（(10) における目的語は txal@a:nu）ため、lvp= は必
須の要素ではない。若い話者のなかには、身体の一部に対する行為に lvp= を用いない者がいること
も確認されている。
11 動作者の身体の一部でなく、全体に及ぶ行為の場合の再帰は、前節 (ii') の方法、すなわち接頭辞
k}ilks- 'back' と逆受動（または中動）の接尾辞により表される。
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 'the mother of the man herself heard how one old woman spoke...' (Beynon 35)
(14) tvm lvp=wvl@a:j-u tvm wvla t@i:ltk{-u fa 1{`an
 FUT REFLX=know-1sg FUT how revenge-1sg PREP you
 'I myself will know how to retaliate to you' (Beynon 132)
他動詞主語はしばしば文頭に置かれて焦点化され、他者との対比が強調され
る。次の例は、シャツ縫製の仕事を複数の人間が分担しておこなうといった場
面で、自分のシャツを自ら担当することを強く主張するときに使われる。
(15) a. 'n@z:ju tvm fin=t lvp=c@ap=a ksl@z:sk{-u
  I FUT FOC.A=3 REFLX=do=CN shirt-1sg
  'I'm the one who fixes my own shirt.'
(15) a において他動詞に付いていた lvp= は、１人称代名詞または目的語名詞
「シャツ」の前に置くことも可能である。(15)b, c ともに、(15)a と意味的に同
じであるという。
(15) b. lvp='n@z:ju tvm fin=t c@ap=a ksl@z:sk{-u
  REFLX=I FUT FOC.A=3 do=CN shirt-1sg
  'I'm the one who fixes my own shirt.'
 c. 'n@z:ju tvm fin=t c@ap=a lvp=ksl@z:sk{-u
  I FUT FOC.A=3 do=CN REFLX=shirt-1sg
  'I'm the one who fixes my own shirt.'
3.2．自動詞に付く場合
lvp= が動詞に付いた例の多くは、自動詞に付いたものである。自動詞に付
いた例において、行為が自らに向かう再帰の例はほとんど得られていない。次
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の例は他動詞を自動詞化した、数少ない再帰の例である。
(16) ta wvl lvp=tv-pax-j@a:-tk-v-t=qar
 and then REFLX=with-up-walk-MID-EP-3=AUD
 wvne:ja-m-c@ajna faw@a:=s Sam
 food-COMP-China near=CN Sam
 'And (I heard) Chinese food went up to Sam's by itself.'
これは、サムが自宅にいたところ、電話で注文したわけではない（ましてや店
からテイクアウトしたわけでもない）中華料理が「自ら勝手に」届いたことを
表した文である。（実際にはサムが知らないところで、妻とその兄がサムのため
に注文していた。） tv-pax-j@a:-tk は他動詞 tv-pax-j@a: 'go up with someone/something, 
take someone/something up' を自動詞化した形である。中華料理が擬人化され、坂
の上にあるサムの家まで自らを移動させていった様子を表している 12。
(16) では、本来自ら動くことができないはずの無生物（中華料理）が自力
で移動しており、lvp= の付加により動作者である自動詞主語が強調され、そ
の主体性、意志性が明示されていると考えることができる。(17) ～ (19) も、
動作者が自らの意思で主体的におこなう行為が表されている例である。
(17) ... tvm lvp=pax-j@a:-ju
   FUT REFLX=up-walk-1sg
 '... I will walk up myself.'
(18) has@aq-u tvm lvp=h@aw-t 
 want-1sg FUT REFLX=say-3
 'I want him to tell [his boys] himself'
12 この文を発した話者も、中華料理に足が生えて坂を上がっていったように聞こえると振り返った。
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(19) lvp=saq@o:tk=vs Papa tvm k{0vl-t@a:wr-t ta lax-Haida
 REFLX=plan=CN Papa FUT across-go-3 PREP on-Haida.Gwaii
 'Papa made up his mind to go across to Haida Gwai (=Queen Charlotte Islands).'
(17) は、胸に痛みを感じた話者が診療所に電話し、すぐに往診に向かうとい
う看護師の申し出を断って言った言葉である。他からの助力を受けず、自らの
力で移動することを示している。(18) は、息子たちに対して言いたいことを
みな妻に言わせようとする夫への不満を述べた文、(19) は周囲からの誘いや
勧めを受けて自ら下した決断について述べた文である。
他動詞主語の場合と同様に、自動詞主語についた場合もしばしば他との対比
が含意される。
(20) na lvp=h@aw=t John
 PAST REFLX=say=CN John
 'John is the one who said it.'
(21) 'wi:l@e:ks-v-m har@als=a tvm c@aps-v-t ta 'w@a:n-s Kayla
 big-EP-ATT work=CN FUT fix-EP-3 PREP teeth-POS Kayla
 fata ti: lvp=w@a:l=s nvk{@a:-t
 and also REFLX=do=CN father-3
 'Lots of work has to be done on Kayla's teeth and so is her dad.'
次の (22) も他との対比において主語を強調している例である。叔父が亡くな
ったとの報を受け、姪である話者はのこされた子どもたち（彼女にとっての従
兄弟）を慰めに出かけることにした。彼女の訪問を受けた従兄弟たちは慰めを
得るだろうが、彼らに会うことで自分自身の心も落ち着きを取り戻すだろうと
述べる。
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(22) tvm la lvp=qatk}@at=a q@o:t-u
 FUT then REFLX=strong=CN heart-1sg
 [I'll see my cousins] 'so I'll feel better myself.'
 (lit. 'then my heart will be strong itself.')
自動詞主語を強調（「ほかならぬ自動詞主語こそが、自動詞主語のみが」）し
た結果、自動詞主語単独での行動を含意しうる。(23) では、lvp= の存在によ
り、「私」が一人で（単に連れがいないという意味ではなく、小型船を自ら操
縦するなどして、乗り物上に一人だけで）バンクーバーに行くと理解される。
(23) lvp=svk}@o:tk{-u nvm q@o: 'c@a'mvs
 REFLX=set.out-1sg 1sg+FUT go.to Vancouver
 'I'm setting out by myself to go to Vancouver.'
次の (24) は無生物である「私のペン」を主語としており、動作に意思性・
主体性があるとは言いがたい。しかしながら、普通ならば外からの力によって
分解されるペンが（自ら）複数の存在として横たわっている様子を表すことで、
分解の直接の原因となるような外からの力なしに変化を起こしたことを示して
いるとも考えられる。
(24) lvp=ta-t@o: qan'tvm@i:s-u
 REFLX=RDP-lie.down pen-1sg
 'My pen came apart.'
lvp= が自動詞に付いた場合、自動詞主語が複数ならば、相互の意味を表す
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ことがある 13。
(25) lvp=tv-t@al
 REFLX=RDP-fight
 'always14 fight (among) one another'
「複数の主語が互いに戦う」ことは、lvp= なしでも表すことができる。lvp=
を加えることで相互性を強調しているといえるかもしれない。
(26) na t@al han@a:n'q
 PAST fight girl+RDP
 'The girls were fighting.'
以上、自動詞に付いたときの lvp= の例をみてきた。自動詞に付いたときの
lvp= は、動作者自身に及ぶ行為（再帰）や複数の動作者がお互いに及ぼす行
為（相互）を表すのにも用いられるが、動作者を強調し、動作者が自らの意思
で主体的におこなう行為を表すことを主な働きとするといえるだろう。
4．名詞に付く場合
lvp= は所有者を伴う名詞に付き、所有を強調する。英語では 'own' と訳さ
れる。
13 自動詞主語が複数なら常に相互の読みが可能なわけではない。次の例は１人称複数の人称接辞を
自動詞主語とするが、「互いのために料理をする」という読みはできない。
 jak{a  lvp=qa-k{@uk-v-m
 PRES  REFLX=pl-cook-EP-1pl
 'We are cooking ourselves.'   (Everyone is cooking his/her own food.)
また、相互の意味では lvp= を用いない話者もいる。
14 海岸ツィムシアン語では、複数表示の手段として重複が用いられるが、ここでは重複が行為の反
復・継続を表している。
大阪学院大学 外国語論集　第65号38
(27) 'n@z:ju tvm fin=t c@ap=a lvp=ksl@z:sk{-u	 （＝ (15)c）
 I  FUT FOC.A=3 do=CN REFLX=shirt-1sg
 'I'm the one who fixes my own shirt.'15
(28) ra  1a=t wvl@a:jtk=vt Fumiko=vr fal lap='c@ap-v-m16
 IMP more=3 know=CN Fumiko=PREP EMP REFLX=tribe-EP-1pl
 'Fumiko knows it better than our own people'
(29) fata wvl qa-t@a:wr=a txa'n@i: 'n@e:xr fa nv=lvp=qal'cvp'c@ap-t
 and then pl-go=CN all blackfish PREP POS=REFLX=village+RDP-3
  'then all the blackfish (=people of the blackfish clan) departed to their own 
villages.' （Beynon 125）
lvp= はしばしば独立人称代名詞とともに用いられる。海岸ツィムシアン語
は、２種類の独立人称代名詞、２種類の人称接尾辞、１種類の人称クリティッ
クを持ち、さまざまな条件によりこれらを使い分ける。文中の自動詞主語・他
動詞主語・他動詞目的語の表示は、一般に人称接尾辞と人称クリティックに
よってなされ、これらを強調するときに独立人称代名詞の１種類が用いられ
る 17。(30) と (31) では独立人称代名詞が自動詞主語として用いられているが、
lvp= をこれに付けることで、強調を強めていると考えられる。
(30)  fata 'n@i: wvl w@a:l=ska nv='c@ap-t fata lvp='n@i:=ska rk{uw@a:lksvk
 and that SUB do=CN POS=tribe-3 and REFLX=he=CN prince
 fa=t  j@a:t=a txa'n@i: fafa:mw@a:l fata 'tax-'t@o:xrk-v-m 
 PREP=3 distribute=CN all wealth  and RDP-valuable-EP-ATT 
 wvn@e:ja
 food
15 所有が強調されるために、「触るな」を含意する。
16 この例においては lvp= の母音が広めに発音されていた。理由は不明である。
17 もう１種類の独立人称代名詞は斜格名詞（前置詞に後続）の表示に用いられる。
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  'And it was then that his tribe and [the prince] himself distributed all their 
wealth and all of the valuable foods.'   (Beynon 128)
(31) q@awti qa-x-coffee-m fatat lvp='n@z:ju
 after pl-drink-coffee-1pl and REFLX=I
  'after we finished coffee, Dick, Fumiko18, and myself ' [I went to bed early]
 (lit. 'after we and myself drank coffee'19)
lvp= は、k`o: 'what, thing', nvt@a 'where', n`a: 'who' といった疑問代名詞に付くこ
ともある。疑問代名詞に付くと、'anything, whatever' のような、一種の不定代
名詞を形成する。
(32) fap qani=wvla=t tx@ajs-v-t=vt Melissa=t Tiffany ta 
 EMP always=then=3 blame-EP-3=CN Melissa=CN Tiffany PREP
 lvp=k`o:
 REFLX=what
 'Melissa is always blaming Tiffany for anything.'
18 海岸ツィムシアン語を英語に訳すときに話者が言葉を足していることに注意。海岸ツィムシアン
語に Dick と Fumiko の名前は含まれていない。
19 -m fatat lvp='n@z:ju 'we and myself' は「私を含む我々、私と誰か」を表す。海岸ツィムシアン
語では、１人称複数接尾辞に 'and someone' を後続させて、１人称複数に誰が含まれるかを明示する
ことができる。次の (a)は固有名詞を、(b)は独立人称代名詞を後続させた例である。
(a) jak{a tvm f@u:-m tis Kayla
 PRES FUT fish-1pl and Kayla
 'Kayla and I are going fishing.'  (lit. 'We and Kayla are going to fish.')
(b) Friday ta k}ilks-lvj@alta-m tis 'n`i:t
 Friday then back-return(pl)-1pl and s/he
 'I came back with her on Friday.'  (lit. 'Friday we and she came back.')
１人称複数に話者が含まれるのは当然であり、１人称複数接尾辞に１人称単数の独立人称代名詞を後
続させることは普通みられない。１人称単数の独立人称代名詞を後続させてこれを強調した (31)は、
きわめて珍しい例といえる。
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(33) lvp=k`o: c@ap-v-t ta fin=t suwvl@a:jmx-t
 REFLX=what do-EP-3 PREP FOC.A=3 teach-3
 'She does little jobs for her teacher.'
 (lit. 'She does anything for who teaches her/them.')
(34) lvp=nvt@a wvl 1vr-l@o:jk-t
 REFLX=where SUB around-move-3
 'They move around anywhere.'
以上、名詞に付いた lvp= についてみてきた。所有者を伴う名詞について所
有を強調したり、独立人称代名詞に付いて動作者を強調したりするほか、疑問
代名詞に付いて不定代名詞をつくることをみた。
5．その他の要素に付く場合
ごく少数ではあるが、動詞・名詞以外の要素に付いた例が観察されている。
(35) は数詞に付いた例、(36) は時間的関係を表す小詞に付いた例である。
(35) fa has@ax-t=ka tvm lvp=1@o:l-t
 PREP want-3=CN FUT REFLX=one-3
 'for he wanted to be alone by himself' (Beynon 55)
(36) tvm lvp=la w@a:l 'tvpxat@u:l-ta 3`u:t0a k{@a:f
 FUT REFLX=then do two-ATT man this
 'Anything could happen to these two men.'
動詞・名詞以外に付いたケースについてはいまだ十分な例が得られておらず、
一般化することはできない。「１」以外の数詞にも付くのか。la 以外の小詞に
も付くのか。テキストやエリシテーションによりさらなる例を集め、分析する
ことが必要であろう。
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6．おわりに
以上、筆者の現地調査で得られた資料および Beynon によるテキストをもと
に、lvp= について記述した。「再帰」を表すとされるクリティック lvp= が、
他動詞のみならず、自動詞、名詞、その他に付き、さまざまな機能を果たして
いることが明らかになった。なかでも、動作者（他動詞主語および自動詞主語）
を強調し、動作者が自らの意思で主体的におこなう行為を示すことが重要な機
能であることが明らかになった。
ここでいま一度、もう一つの再帰表現（2 節 (ii')）を振り返ってみたい。海
岸ツィムシアン語の再帰は、逆受動（または中動）の接尾辞を用いた自動詞構
文によっても表される。逆受動構文においては、能格にあった他動詞主語が絶
対格へと昇格し、一方で絶対格にあった他動詞目的語が削除される（あるいは
斜格に降格する）。逆受動による再帰も lvp= による再帰も、動作者を中心に
置き、その主体的な行為を表す点で共通といえよう。
Dixon (1994) は、能格言語の再帰表現にみられる制御性について触れ、英語
の The man cut himself という文が意図的な行為にも不慮のできごとにも使える
のに対し、能格言語の再帰文はしばしば制御性をもつ動作者が意図的におこな
う行為を表すのに用いられることを指摘している。動作者が自ら主体的におこ
なう行為に用いられる海岸ツィムシアン語の lvp= もこうした能格言語の再帰
文の特徴を示していると言うことができるかもしれない。
海岸ツィムシアン語の再帰表現については、年配の話者と若い話者の間でも
違いがみられることが分かっている。年齢層の異なる話者たちからさらなる例
を集め、その変化についても観察する必要があろう。
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略号一覧
1/2/3  first/second/third person ANTIP  antipassive ATT  attributive
AUD auditive CN  connective CNTRST  contrast
COMP  compounding EMP  emphatic EP  epenthetic vowel
FOC.A  focused transitive subject FUT  future IMP  imperfect
MID  middle pl  plural POS  possessive
PREP  preposition PRES  present RDP  reduplication
REFLX  reflexive sg  singular s.o.  someone
s.t.  something SUB  subordinator TR  transitivizer
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